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2020年（令和２年）

運
審
諮
問
・
標
準
的
な
運
賃
案

全
ト
協
・
令
和
２
年
度
事
業
計
画

厚
労
省「
新
型
感
染
症
Ｑ
＆
Ａ
」

国
交
省
、物
流
改
善
へ
実
証
事
業

東
ト
協
、新
型
感
染
症
対
策
を
指
示
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す
る
旨
や
、
安
全
な
輸
送
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
荷
主
に

輸
送
を
強
要
さ
れ
た
場
合
に

は
、国
交
省
が
設
置
す
る「
意

見
募
集
窓
口
」
に
通
報
す
る

こ
と
な
ど
を
定
め
た
。

　

こ
の
目
安
に
か
か
わ
ら

ず
、
輸
送
を
中
止
し
な
い
こ

と
を
理
由
に
、
直
ち
に
行
政

処
分
を
行
う
も
の
で
は
な
い

が
、
監
査
で
輸
送
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
適

切
に
講
じ
ず
に
輸
送
し
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
行
政
処
分
基
準
に
基
づ

き
処
分
を
行
う
。

　

標
準
的
な
運
賃
は
、
改
正

事
業
法（
平
成
30
年
12
月
14

日
公
布
）に
基
づ
き
、
自
動

車
運
転
業
務
に
対
す
る
時
間

外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規

制（
年
９
６
０
時
間
以
内
）

が
適
用
さ
れ
る
ま
で（
令
和

５
年
度
末
ま
で
）の
時
限
措

置
と
し
て
、
適
正
な
運
賃
・

料
金
収
受
に
向
け
て
、
国
交

大
臣
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
も
の
。

　
全
産
業
平
均
よ
り
低
い
と

さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

　

近
年
、
大
型
で
強
い
台
風

な
ど
異
常
気
象
が
相
次
ぎ
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
で
輸

送
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
下
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
荷
主
に
輸
送
を
強

要
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転

す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
場
合
に
は
、
運

転
者
の
生
命
・
身
体
が
害
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た

事
業
者
が
行
政
処
分
を
受

け
、
当
初
の
運
行
計
画
が
崩

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
全

体
の
効
率
性
が
損
な
わ
れ
、

持
続
可
能
な
物
流
機
能
に
も

影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
異
常

気
象
時
に
お
け
る
輸
送
対
応

の
目
安
を
示
し
た
も
の
だ
。

　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
は

２
月
28
日
、
台
風
な
ど
異
常

気
象
時
に
お
け
る
輸
送
の
あ

り
方
の
目
安
に
関
し
て
通
達

し
た
。
輸
送
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る

目
安
を
定
め
た
も
の
で
、
同

日
か
ら
施
行
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
下
表
の
通

り
。
雨
や
風
な
ど
の
強
さ
に

応
じ
て
、
気
象
庁
が
示
す
車

両
へ
の
影
響
を
提
示
す
る
と

と
も
に
、
気
象
状
況
に
よ
る

輸
送
対
応
に
つ
い
て
、
判
断

の
目
安
を
定
め
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
気
象
状
況
に

応
じ
て
輸
送
を
中
止
し
た
場

　
国
土
交
通
省
の
赤
羽
一
嘉
大
臣
は
２
月
26
日
、運

輸
審
議
会（
原
田
尚
志
会
長
）に
対
し
、貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
改
正
に
よ
り
、新
た
に
導
入
さ
れ
る「
標

準
的
な
運
賃
の
告
示
」
に
関
し
て
諮
問
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
運
審
で
は
審
議
に
当
た
り
、
４
月
２
日

に
公
聴
会（
公
開
）を
開
催
し
、告
示
内
容
に
関
し
て

様
々
な
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
審
議
・
答
申
す
る
予

定
。
運
審
の
答
申
は
、早
け
れ
ば
４
月
末
も
し
く
は

５
月
に
か
け
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
も

出
さ
れ
、告
示
の
運
び
と
な
る
見
通
し
だ
。

運
転
」）に
対
す
る
罰
則
の

創
設
の
ほ
か
、
高
齢
運
転
者

対
策
の
充
実
・
強
化
な
ど
。

　

改
正
案
に
よ
る
と
、
運
転

免
許
の
受
験
資
格
に
関
す
る

特
例
を
整
備
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
一
定
の
教
習
を
修
了
し

た
者
は
、
普
通
免
許
な
ど
を

受
け
て
い
た
期
間
が
通
算
１

年
以
上
で
あ
る
場
合
、大
型
・

中
型
自
動
車
の
運
転
免
許
試

験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
。

　
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け

る
運
転
者
不
足
の
深
刻
化
な

ど
を
踏
ま
え
、
第
二
種
免
許

と
と
も
に
、
大
型
・
中
型
免

許
の
受
験
資
格
を
見
直
す
こ

と
に
し
た
も
の
。

　

改
正
案
が
成
立
す
れ
ば
、

大
型
・
中
型
免
許
の
受
験
資

格
は
年
齢
19
歳
以
上
・
普
通

免
許
な
ど
保
有
１
年

以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
緩
和
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

政
府
は
３
月
３
日
、
警
察

庁
所
管
の「
道
路
交
通
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

を
閣
議
決
定
し
た
。
主
な

改
正
事
項
は
、
大
型
・
中
型

自
動
車
免
許
と
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
の
第
二
種
運
転
免
許
の

受
験
資
格
見
直
し
や
、
妨
害

運
転（
い
わ
ゆ
る「
あ
お
り

労
働
条
件
の
改
善
や
、
事
業

者
の
健
全
な
事
業
運
営
の
確

保
な
ど
を
図
る
観
点
か
ら
、

適
正
な
原
価
と
利
潤
を
基
準

と
し
て
算
定
し
、
運
審
に
諮

っ
た
上
で
大
臣
告
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
そ
の
標
準
的
な
運

賃
の
告
示
に
関
し
て
、
各
運

輸
局
別
の
距
離
制
・
時
間
制

運
賃
表
な
ど
を
示
し
諮
問
し

た
も
の
。
関
東
運
輸
局
の
距

離
制
運
賃
表
は
左
表
の
通
り

（
各
地
方
運
輸
局
の
運
賃
表

な
ど
は
２
・
３
面
掲
載
）。

　

距
離
制
運
賃
表
で
は
、
車

種
別（
２
㌧
・
４
㌧
な
ど
ク

ラ
ス
別
）、
キ
ロ
程
に
応
じ

た
運
賃
額
と
加
算
額
、
ま
た

時
間
制
運
賃
表
で
は
、
車
種

別
に
基
礎
額
と
し
て
８
時
間

制
・
４
時
間
制
の
運
賃
額
と

加
算
額
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
運
賃
割
増
率
と

し
て
特
殊
車
両
割
増
、
休
日

割
増
、
深
夜
・
早
朝
割
増
の

料
率
、
お
よ
び
待
機
時
間
料

の
金
額
の
ほ
か
、
積
込
料
・

取
卸
料
・
附
帯
業
務
料
や
、

有
料
道
路
利
用
料
・
フ
ェ
リ

ー
利
用
料
な
ど
の
実
費
を
、

運
賃
と
は
別
に
収
受
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
。

　

標
準
的
な
運
賃
は
、
貸
切

（
チ
ャ
ー
タ
ー
）
輸
送
を
前

提
と
し
た
距
離
制
・
時
間
制

運
賃
な
ど
を
示
し
た
も
の

で
、
実
運
送
事
業
者
の
標
準

的
な
原
価
な
ど
を
も
と
に
算

定
。
原
価
に
関
し
て
は
、
車

両
減
価
償
却
費
は
５
年
償

却
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
全

産
業
平
均
の
時
間
当
た
り
費

用
、
実
車
率
50
％
な
ど
を
前

提
と
し
た
。

　

今
回
の
事
業
法
改
正
は
、

　

あ
わ
せ
て
、
若
年
運
転
者

講
習
に
関
す
る
規
定
を
整
備

し
、
こ
の
特
例
に
よ
る
大
型

免
許
取
得
者
は
21
歳
ま
で
、

中
型
免
許
取
得
者
は
20
歳
ま

で
に
道
交
法
違
反
行
為
を
行

い
、
違
反
が
一
定
基
準
に
達

し
た
場
合
、
若
年
運
転
者
講

習
の
受
講
を
義
務
付
け
る
。

な
お
、
未
受
講
の
場
合
は
、

特
例
取
得
免
許
を
取
り
消

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
は

「
あ
お
り
運
転
」
に
対
す
る

罰
則
を
創
設
す
る
。
具
体
的

に
は
、①
通
行
妨
害
目
的
で
、

交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
が
あ

る
方
法
に
よ
り
一
定
の
違
反

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
必
要
な
運
転

者
を
確
保
す
る
に
は
そ
の
労

働
条
件
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
た
め
に
は
運
賃
・
料
金

の
適
正
収
受
に
よ
り
、
改
善

に
要
す
る
原
資
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
時

限
的
措
置
と
し
て
、
標
準
的

な
運
賃
を
告
示
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
も
の
だ
。

（
車
間
距
離
不
保
持
・
急
ブ

レ
ー
キ
禁
止
違
反
な
ど
）を

行
っ
た
場
合
、
懲
役
３
年
・

罰
金
50
万
円
以
下
、
②
妨
害

運
転
行
為
に
よ
り
、
著
し
い

危
険（
高
速
道
路
で
の
停
車

な
ど
）を
生
じ
さ
せ
た
場
合
、

懲
役
５
年
・
罰
金
１
０
０
万

円
以
下
︱
と
す
る
。

　
高
齢
運
転
者
対
策
に
関
し

て
は
、75
歳
以
上
で
一
定
の

違
反
歴
の
あ
る
者
は
、
免
許

証
更
新
時
に
運
転
技
能
検
査

を
受
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
、
検
査
の
結
果

が
一
定
の
基
準
に
達
し
な
い

者
に
は
、
免
許
証
の
更
新
を

し
な
い
。

合
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
も
規

定
。
直
ち
に
荷

主
な
ど
へ
報
告

閣 議 決 定

国 

交 

省

台
風
な
ど
異
常
気
象
時

「
輸
送
の
目
安
」通
達

「標準的な運賃の告示」
運輸審議会に対し諮問

４
月
２
日  

公
聴
会

道交法の一部改正案
免許受験資格を緩和

国交省

異常気象時における措置の目安

大
・
中
型
運
転
免
許

19
歳
・
経
験
１
年
以
上

２
・
３

気象状況 雨の強さ等 気象庁が示す車両への影響 輸送の目安※

降 雨 時

20 ～ 30mm/h ワイパーを速くしても見づらい 輸送の安全を確保するための
措置を講じる必要

30 ～ 50mm/h 高速走行時、車輪と路面の間
に水膜が生じブレーキが効か
なくなる（ハイドロプレーニ
ング現象）

輸送を中止することも検討す
るべき

50mm/h以上 車の運転は危険 輸送することは適切ではない

暴 風 時

10 ～ 15m/s 道路の吹き流しの角度が水平
になり、高速運転中では横風
に流される感覚を受ける 輸送の安全を確保するための

措置を講じる必要
15 ～ 20m/s 高速運転中では、横風に流さ

れる感覚が大きくなる
20 ～ 30m/s 通常の速度で運転するのが困

難になる
輸送を中止することも検討す
るべき

30m/s以上 走行中のトラックが横転する 輸送することは適切ではない

降 雪 時 大雪注意報が発表されているときは必要な措置を講じるべき
視界不良（濃霧

・風雪等）時 視界が概ね20m以下であるときは輸送を中止することも検討するべき

警報発表時 輸送の安全を確保するための措置を講じた上、輸送の可否を判断するべき

※　輸送を中止しないことを理由に直ちに行政処分を行うものではないが、国土交通省が実施する監査に
おいて、輸送の安全を確保するための措置を適切に講じずに輸送したことが確認された場合には、「貨物自
動車運送事業者に対する行政処分等の基準について（平成21年9月29日付け国自安第73号、国自貨第77号、
国自整第67号）」に基づき行政処分を行う。

　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 15,790 18,060 22,540 27,940
 20km 17,600 20,160 25,330 31,550
 30km 19,410 22,270 28,120 35,160
 40km 21,220 24,370 30,920 38,770
 50km 23,040 26,480 33,710 42,380
 60km 24,850 28,580 36,500 45,990
 70km 26,660 30,690 39,290 49,600
 80km 28,470 32,790 42,090 53,200
 90km 30,280 34,890 44,880 56,810
100km 32,090 37,000 47,670 60,420
110km 33,910 39,090 50,390 63,930
120km 35,730 41,170 53,110 67,430
130km 37,550 43,260 55,830 70,940
140km 39,360 45,340 58,550 74,440
150km 41,180 47,430 61,270 77,950
160km 43,000 49,510 64,000 81,450
170km 44,820 51,600 66,720 84,960
180km 46,630 53,690 69,440 88,460
190km 48,450 55,770 72,160 91,970
200km 50,270 57,860 74,880 95,470

200kmを超えて500km
ま で20kmを 増 す ご と
に加算する金額

3,630 4,140 5,370 6,910

500kmを超えて50km
を増すごとに加算する
金額

9,070 10,360 13,430 17,280

（単位：円）

距離制運賃表・関東運輸局 ◆ 運輸審議会諮問の運賃案



第1195号 （２）総 合２０２０年（令和２年） 3月10日

近畿運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 14,330 16,490 20,790 25,860 
 20km 16,020 18,460 23,430 29,290 
 30km 17,710 20,430 26,080 32,710 
 40km 19,400 22,400 28,720 36,140 
 50km 21,090 24,380 31,370 39,570 
 60km 22,770 26,350 34,010 43,000 
 70km 24,460 28,320 36,650 46,430 
 80km 26,150 30,290 39,300 49,860 
 90km 27,840 32,270 41,940 53,290 
100km 29,530 34,240 44,590 56,720 
110km 31,220 36,190 47,160 60,040 
120km 32,910 38,140 49,730 63,360 
130km 34,600 40,090 52,300 66,690 
140km 36,290 42,040 54,870 70,010 
150km 37,980 43,990 57,440 73,330 
160km 39,670 45,940 60,010 76,660 
170km 41,360 47,890 62,580 79,980 
180km 43,050 49,840 65,150 83,300 
190km 44,740 51,790 67,720 86,620 
200km 46,430 53,740 70,290 89,950

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,370 3,870 5,070 6,550

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 8,430 9,680 12,670 16,370 

東北運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 11,980 13,970 18,050 22,600 
 20km 13,470 15,740 20,470 25,760 
 30km 14,960 17,500 22,880 28,920 
 40km 16,460 19,270 25,300 32,080 
 50km 17,950 21,030 27,720 35,240 
 60km 19,450 22,800 30,130 38,400 
 70km 20,940 24,560 32,550 41,560 
 80km 22,430 26,330 34,970 44,720 
 90km 23,930 28,090 37,390 47,870 
100km 25,420 29,860 39,800 51,030 
110km 26,910 31,590 42,140 54,080 
120km 28,400 33,330 44,480 57,120 
130km 29,880 35,060 46,810 60,170 
140km 31,370 36,800 49,150 63,210 
150km 32,860 38,530 51,490 66,260 
160km 34,350 40,270 53,820 69,300 
170km 35,840 42,010 56,160 72,350 
180km 37,320 43,740 58,500 75,390 
190km 38,810 45,480 60,830 78,440 
200km 40,300 47,210 63,170 81,480

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

2,960 3,440 4,600 5,990 

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 7,410 8,590 11,500 14,970

北陸信越運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 12,530 14,560 18,680 23,360 
 20km 14,070 16,370 21,150 26,580 
 30km 15,600 18,190 23,620 29,800 
 40km 17,140 20,000 26,090 33,020 
 50km 18,680 21,810 28,560 36,240 
 60km 20,220 23,630 31,030 39,460 
 70km 21,760 25,440 33,500 42,690 
 80km 23,300 27,250 35,970 45,910 
 90km 24,840 29,060 38,440 49,130 
100km 26,380 30,880 40,910 52,350 
110km 27,910 32,660 43,300 55,460 
120km 29,450 34,450 45,690 58,570 
130km 30,980 36,230 48,080 61,680 
140km 32,520 38,020 50,470 64,790 
150km 34,050 39,800 52,870 67,900 
160km 35,590 41,590 55,260 71,010 
170km 37,120 43,370 57,650 74,120 
180km 38,660 45,160 60,040 77,220 
190km 40,190 46,940 62,430 80,330 
200km 41,730 48,730 64,820 83,440

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,060 3,540 4,710 6,120

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 7,640 8,850 11,770 15,290

中国運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 13,000 15,060 19,220 23,980 
 20km 14,580 16,920 21,730 27,260 
 30km 16,160 18,770 24,240 30,530 
 40km 17,740 20,620 26,750 33,800 
 50km 19,310 22,480 29,270 37,070 
 60km 20,890 24,330 31,780 40,340 
 70km 22,470 26,180 34,290 43,610 
 80km 24,050 28,040 36,800 46,880 
 90km 25,620 29,890 39,320 50,150 
100km 27,200 31,740 41,830 53,420 
110km 28,770 33,570 44,260 56,580 
120km 30,350 35,400 46,700 59,740 
130km 31,930 37,230 49,130 62,910 
140km 33,500 39,050 51,570 66,070 
150km 35,080 40,880 54,000 69,230 
160km 36,650 42,710 56,440 72,390 
170km 38,230 44,540 58,870 75,550 
180km 39,800 46,360 61,310 78,710 
190km 41,380 48,190 63,740 81,870 
200km 42,950 50,020 66,180 85,030

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,140 3,620 4,800 6,220

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 7,850 9,060 11,990 15,560 

北海道運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 12,450 14,480 18,610 23,280 
 20km 13,980 16,290 21,080 26,500 
 30km 15,510 18,100 23,550 29,710 
 40km 17,050 19,910 26,010 32,930 
 50km 18,580 21,710 28,480 36,150 
 60km 20,120 23,520 30,940 39,370 
 70km 21,650 25,330 33,410 42,580 
 80km 23,180 27,140 35,870 45,800 
 90km 24,720 28,940 38,340 49,020 
100km 26,250 30,750 40,800 52,240 
110km 27,780 32,530 43,190 55,340 
120km 29,310 34,310 45,570 58,440 
130km 30,840 36,090 47,960 61,550 
140km 32,370 37,870 50,350 64,650 
150km 33,900 39,650 52,730 67,760 
160km 35,430 41,430 55,120 70,860 
170km 36,950 43,210 57,500 73,970 
180km 38,480 44,990 59,890 77,070 
190km 40,010 46,770 62,270 80,170 
200km 41,540 48,540 64,660 83,280

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,050 3,530 4,700 6,110 

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 7,610 8,810 11,740 15,270

中部運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 14,390 16,530 20,790 25,850 
 20km 16,080 18,500 23,430 29,270 
 30km 17,770 20,480 26,070 32,690 
 40km 19,460 22,450 28,710 36,110 
 50km 21,150 24,420 31,350 39,530 
 60km 22,840 26,390 33,990 42,950 
 70km 24,530 28,370 36,630 46,370 
 80km 26,220 30,340 39,270 49,790 
 90km 27,910 32,310 41,910 53,210 
100km 29,600 34,280 44,550 56,630 
110km 31,290 36,240 47,120 59,950 
120km 32,980 38,190 49,690 63,270 
130km 34,670 40,140 52,250 66,580 
140km 36,370 42,090 54,820 69,900 
150km 38,060 44,040 57,390 73,220 
160km 39,750 45,990 59,960 76,540 
170km 41,450 47,940 62,520 79,850 
180km 43,140 49,900 65,090 83,170 
190km 44,830 51,850 67,660 86,490 
200km 46,520 53,800 70,230 89,810

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,380 3,870 5,070 6,540

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 8,440 9,680 12,660 16,340

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

        ◆◆ 距離制運賃表 ◆◆　運輸審議会諮問の運賃案（３面も同様）



（３） 第1195号総 合 ２０２０年（令和２年） 3月10日

沖縄総合事務局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

  5km 10,440 12,220 15,890 19,900 
 10km 11,150 13,070 17,060 21,430 
 20km 12,580 14,760 19,390 24,500 
 30km 14,000 16,450 21,730 27,560 
 40km 15,430 18,140 24,060 30,620 
 50km 16,850 19,830 26,400 33,680 
 60km 18,280 21,520 28,730 36,740 
 70km 19,700 23,210 31,060 39,800 
 80km 21,130 24,900 33,400 42,860 
 90km 22,550 26,590 35,730 45,920 
100km 23,980 28,270 38,070 48,980 
110km 25,400 29,930 40,320 51,930 
120km 26,810 31,590 42,570 54,870 
130km 28,230 33,250 44,830 57,820 
140km 29,650 34,910 47,080 60,770 
150km 31,070 36,570 49,330 63,710 
160km 32,490 38,230 51,590 66,660 
170km 33,900 39,890 53,840 69,600 
180km 35,320 41,540 56,090 72,550 
190km 36,740 43,200 58,340 75,490 
200km 38,160 44,860 60,600 78,440

200kmを超えて10kmを
増すごとに加算する金額 1,410 1,640 2,220 2,890 

四国運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 12,280 14,290 18,380 22,990 
 20km 13,800 16,080 20,830 26,180 
 30km 15,320 17,870 23,270 29,370 
 40km 16,840 19,660 25,710 32,560 
 50km 18,350 21,450 28,160 35,750 
 60km 19,870 23,250 30,600 38,940 
 70km 21,390 25,040 33,040 42,130 
 80km 22,910 26,830 35,490 45,320 
 90km 24,420 28,620 37,930 48,510 
100km 25,940 30,410 40,370 51,700 
110km 27,460 32,170 42,740 54,770 
120km 28,970 33,930 45,100 57,850 
130km 30,480 35,690 47,460 60,930 
140km 32,000 37,450 49,830 64,000 
150km 33,510 39,210 52,190 67,080 
160km 35,020 40,980 54,560 70,160 
170km 36,540 42,740 56,920 73,230 
180km 38,050 44,500 59,290 76,310 
190km 39,560 46,260 61,650 79,390 
200km 41,080 48,020 64,010 82,470

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,010 3,490 4,650 6,050

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 7,530 8,730 11,640 15,130 

九州運輸局
　　　     車種別
 キロ程

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

 10km 12,370 14,370 18,430 23,040 
 20km 13,890 16,160 20,870 26,230 
 30km 15,410 17,960 23,320 29,410 
 40km 16,930 19,750 25,760 32,600 
 50km 18,460 21,550 28,210 35,790 
 60km 19,980 23,340 30,650 38,980 
 70km 21,500 25,130 33,090 42,160 
 80km 23,020 26,930 35,540 45,350 
 90km 24,540 28,720 37,980 48,540 
100km 26,070 30,520 40,430 51,720 
110km 27,580 32,280 42,790 54,800 
120km 29,100 34,050 45,160 57,880 
130km 30,620 35,820 47,520 60,960 
140km 32,140 37,580 49,890 64,030 
150km 33,660 39,350 52,260 67,110 
160km 35,180 41,120 54,620 70,190 
170km 36,700 42,880 56,990 73,260 
180km 38,210 44,650 59,360 76,340 
190km 39,730 46,410 61,720 79,420 
200km 41,250 48,180 64,090 82,500

200kmを超えて500km
まで20kmを増すごとに
加算する金額

3,020 3,500 4,660 6,050

500kmを超えて50kmを
増すごとに加算する金額 7,560 8,750 11,650 15,140

【休日割増】

【深夜・早朝割増】

【特殊車両割増】

積込み、取卸しその他附帯業務を行った場合には、運賃とは別に料金と
して収受	

有料道路利用料、フェリー利用料その他の費用が発生した場合には、運
賃とは別に実費として収受

別に定めるところにより収受

この告示に定めるもののほか、この告示の施行に関し必要な事項は、別に
定める。	 	 	 	 	

冷蔵車・冷凍車 2割

日曜祝祭日に運送した距離に限る 2割

午後10時から午前5時までに運送した距離 2割

種　別
　   車種別
局 別

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

基礎走行キロ
小型車は100km
小型車以外のもの
130km

北海道 31,100 37,260 48,530 61,290 

東 北 29,970 36,050 47,170 59,670

関 東 39,060 45,790 57,900 72,440 

北陸信越 31,280 37,440 48,690 61,470 

中 部 35,710 42,130 53,700 67,370 

近 畿 35,580 42,040 53,710 67,430 

中 国 32,420 38,640 49,950 62,950 

四 国 30,700 36,800 47,960 60,590 

九 州 30,890 36,980 48,060 60,680 

沖 縄 28,010 33,890 44,810 56,880 

基礎走行キロ
小型車は50km
小型車以外のもの
60km

北海道 18,660 22,360 29,120 36,780 

東 北 17,980 21,630 28,300 35,800 

関 東 23,440 27,470 34,740 43,460 

北陸信越 18,770 22,470 29,210 36,880 

中 部 21,430 25,280 32,220 40,420 

近 畿 21,350 25,220 32,230 40,460 

中 国 19,450 23,180 29,970 37,770 

四 国 18,420 22,080 28,780 36,350 

九 州 18,530 22,190 28,840 36,410 

沖 縄 16,800 20,330 26,880 34,130

基礎走行キロを超え
る場合は、10kmを
増すごとに

北海道 280 340 510 710 

東 北 280 340 510 710 

関 東 280 340 510 720 

北陸信越 280 340 510 710 

中 部 280 340 510 710 

近 畿 280 340 510 710

中 国 280 340 510 710

四 国 280 340 510 710

九 州 280 340 510 710

沖 縄 280 340 510 710 

基礎作業時間を超え
る場合は、1時間を
増すごとに（4時間
制の場合であって、
午前から午後にわた
る場合は、正午から
起算した時間により
加算額を計算する。）

北海道 2,850 2,990 3,200 3,780

東 北 2,720 2,850 3,050 3,600 

関 東 3,820 4,000 4,280 5,060 

北陸信越 2,880 3,020 3,230 3,820 

中 部 3,430 3,590 3,850 4,550

近 畿 3,400 3,560 3,810 4,510

中 国 3,020 3,160 3,390 4,000 

四 国 2,810 2,940 3,150 3,730 

九 州 2,840 2,980 3,190 3,770

沖 縄 2,490 2,610 2,790 3,300 

基 

礎 

額

加 

算 

額

８
時
間
制

４
時
間
制

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

　　　     車種別
 時間

小 型 車
（2 t クラス）

中 型 車
（4 t クラス）

大 型 車
（10 t クラス）

トレーラー
（20 t クラス）

30分を超える場合において
30分までごとに発生する金額 1,670 円 1,750 円 1,870 円 2,220 円

◆◆ 時間制運賃表 ◆◆

運賃割増率

待機時間料

積込料、取卸料、附帯業務料

実 費

燃料サーチャージ

その他

（単位：円）



第1195号 （４）総 合２０２０年（令和２年） 3月10日

      

国 

交 

省

　

元
年
度
第
２
回

　

運
管
試
験
、中
止

　

国
土
交
通
省
は
、
運
行
管

理
者
試
験
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
、
令
和
元
年
度
第
２
回
運

行
管
理
者
試
験（
３
月
１
日

　

政
府
は
２
月
25
日
、
第
13

回「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
」
を
開
催

し
、
対
策
の
基
本
方
針
を
決

定
し
た
。重
要
事
項
と
し
て
、

国
民
・
企
業
・
地
域
な
ど
に

対
す
る
情
報
提
供
や
国
内
で

の
感
染
状
況
の
把
握
、
感
染

拡
大
防
止
策
、
医
療
提
供
体

制
な
ど
に
関
す
る
方
針
を
示

し
た
も
の
。

　

引
き
続
き
、
同
26
日
に
全

国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
中
止
・
延
期
ま
た

は
規
模
縮
小
な
ど
を
呼
び
か

け
、同
27
日
に
は
全
国
の
小・

中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
の

臨
時
休
業
を
要
請
し
た
。

　

政
府
方
針
に
基
づ
き
、
厚

生
労
働
省
な
ど
は
２
月
26

日
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会

な
ど
主
要
経
済
団
体
や
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
に
対

し
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
向

け
て
協
力
要
請
。
労
働
者
が

発
熱
な
ど
の
風
邪
症
状
が
み

ら
れ
る
場
合
に
休
み
や
す
い

環
境
の
整
備
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
時
差
出
勤
の
推
進
な
ど
を

求
め
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」

を
掲
載
し
、
適
切
な
対
応
を

促
し
て
い
る
ほ
か
、
雇
用
調

整
助
成
金
の
特
例
対
象
を
拡

大
し
た（
関
連
記
事
５
面
）。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
新
型

感
染
症
で
影
響
を
受
け
る
中

小
企
業
な
ど
に
対
す
る
支
援

策
と
し
て
、
政
府
系
金
融
機

関
な
ど
に
経
営
相
談
窓
口
を

開
設
す
る
と
と
も
に
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
・

５
号
や
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
貸
付
の
要
件
緩
和
な
ど
に

よ
る
資
金
繰
り
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

政
府
は
３
月
６
日
、
法
務

省
所
管
の「
自
動
車
の
運
転

に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行

為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

施
行
を
踏
ま
え
、
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
の
導
入
な

ど
、
改
正
事
業
法
の
主
要
３

施
策
に
一
体
的
に
取
り
組

み
、
業
界
の
健
全
な
発
展
を

目
指
す
方
針
。

　

理
事
会
で
は
冒
頭
、
坂
本

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
来
年

度
事
業
で
は
改
正
事
業
法
に

議
事
に
入
り
、
来
年
度
事
業

計
画
な
ど
を
審
議
・
承
認
し

た
。

　

最
重
点
施
策
は
、①
改
正

事
業
法
の
施
行
な
ど
に
係
る

対
応
、②
標
準
貨
物
自
動
車

運
送
約
款
の
浸
透
な
ど
に
よ

る
適
正
な
運
賃
・
料
金
収
受

の
推
進
、③
長
時
間
労
働
の

是
正
を
図
る
た
め
、
生
産
性

向
上
や
取
引
環
境
の
改
善
な

ど「
働
き
方
改
革
」
の
実
現

に
向
け
た
対
策
の
推
進
、④

人
材
確
保
対
策
の
積
極
的
な

推
進
、⑤
交
通
お
よ
び
労
災

事
故
の
防
止
対
策
の
推
進
、

⑥
高
速
道
路
通
行
料
金
の
大

口
・
多
頻
度
割
引
50
％
枠
の

堅
持
お
よ
び
さ
ら
な
る
割
引

の
拡
充
、
並
び
に
道
路
の
積

極
的
な
活
用
に
向
け
た
諸
対

策
の
実
現
、⑦
新
技
術
を
活

用
し
た
物
流
の
効
率
化
な
ど

の
推
進
︱
の
７
項
目
。

　

ま
た
、
重
点
施
策
と
し
て

①
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
坂
本
克
己
会
長
）は
３
月

５
日
、
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
第
１
８
４
回
理
事
会

を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
の

事
業
計
画
書
案
や
収
支
予
算

書
案
な
ど
を
審
議
・
承
認
し

た
。
事
業
計
画
で
は
、
改
正

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
で
景
気
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
事
業
者

の「
荷
主
交
渉
は
厳
し
い
状

況
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
を
下
支
え
す
る
の
が
標

準
的
な
運
賃
」
と
述
べ
、
取

引
適
正
化
に
向
け
て「
や
る

（
自
動
車
運

転
処
罰
法
）

の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

　

経
済
産
業
省
は
２
月
28

日
、
新
型
感
染
症
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

者
へ
の
資
金
繰
り
支
援
措
置

と
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
４
号
の
発

動
を
決
定
し
、
３
月
２

日
に
全
国
47
都
道
府
県
を
対

象
地
域
に
指
定
し
た
。

　

同
４
号
は
、
信
用
保
証
協

会
が
一
般
保
証
の
限
度
額
と

は
別
枠（
最
大
２
億
８
０
０

０
万
円
）で
借
入
債
務
の
１

０
０
％
を
保
証
す
る
制
度
。

　
指
定
地
域
で
１
年
間
以
上

継
続
し
て
事
業
を
行
い
、
原

則
と
し
て
最
近
１
か
月
の
売

上
高
な
ど
が
前
年
同
月
比
20

％
以
上
減
少
し
て
お
り
、
か

つ
そ
の
後
２
か
月
を
含
む
３

か
月
間
の
売
上
高
な
ど
が
、

案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

改
正
案
に
よ
る
と
、「
車

の
通
行
を
妨
害
す
る
目
的

で
、
走
行
中
の
車
の
前
方
で

停
止
し
、
そ
の
他
こ
れ
に
著

し
く
接
近
す
る
こ
と
と
な
る

方
法
で
自
動
車
を
運
転
す
る

行
為
」
な
ど
を
、
い
わ
ゆ
る

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
２
月
21
日
、
新
宿
区
の
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
令
和
元

者
約
７
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

今
大
会
は「
誇
り
を
形
に

‼
 物
流
の
未
来
へ
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
開
催
。冒
頭
、

前
年
同
期
比
20
％
以
上
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
要

件（
市
区
町
村
長
の
認
定
が

必
要
）。

　

ま
た
同
５
号（
一
般
保
証

の
限
度
額
と
は
別
枠
で
、
借

入
債
務
の
80
％
保
証
）に
つ

い
て
は
３
月
３
日
、
特
に
重

大
な
影
響
が
出
て
い
る
業
種

を
追
加
指
定
し
た（
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
な
ど
は
従
来
か
ら

指
定
）。

結
城
部
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、

「
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
、
共
に

学
び
、
考
え
、

行
動
す
る
こ
と

が
青
年
世
代
の

役
割
で
あ
り
、

次
世
代
に
そ
の

バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
引
き
継

ぐ
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
責

任
だ
」と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
全
ト
協
・
田
中

亨
副
会
長
が
、
坂
本
克
己
会

長
か
ら
の「
歴
史
を
学
ん
で

経
営
に
生
か
す
こ
と
が
重

要
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
し
た
上
で
、「
皆
さ
ん
に

は
物
流
の
次
代
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
激
励
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
自
由

民
主
党
の
小
林
史
明
青
年
局

長
と
、
国
土
交
通
省
自
動
車

局
の
伊
地
知
英
己
貨
物
課
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、元
年
度「
青

年
経
営
者
等
に
よ
る
先
進
的

な
事
業
取
組
に
対
す
る
顕

彰
」
授
与
式
や
部
会
活
動
報

告
の
後
、
経
営
者
の
あ
り
方

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　
第
２
部
で
は
交
流
会
を
開

催
し
、
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
親
睦
を
深
め
た
。

年
度
の
全
国

大
会
を
開
催

し
、
全
国
か

ら
若
手
経
営

化
・
軽
減
の
実
現
、
②
燃
料

対
策
な
ど
の
推
進
、③
環
境・

省
エ
ネ
対
策
の
推
進
、④
適

正
化
事
業
な
ど
の
推
進
に
よ

る
法
令
遵
守
の
徹
底
、⑤
大

規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

緊
急
輸
送
体
制
の
確
立
︱

の
５
項
目
を
推
進
す
る
。

２
年
度 

事
業
計
画

対
応
し「
規
制

の
適
正
化
、
荷

主
対
策
の
深
度

化
、
標
準
的
な

運
賃
の
浸
透

に
、
全
ト
協
の

経
営
資
源
を
重

点
的
に
投
入
し

取
り
組
む
」
と

し
た
。

　

同
日
は
、
国

土
交
通
省
の
一

見
勝
之
自
動
車

局
長
が
出
席

べ
き
こ
と
は

し
っ
か
り
や

る
」
と
強
調

し
た
。

　
引
き
続
き
、

同
局
の
伊
地

知
英
己
貨
物

課
長
が
、
運

輸
審
議
会
に

諮
問
し
た
標

準
的
な
運
賃

の
算
定
方
針

や
、
答
申
・

告
示
時
期
の

見
通
し
な
ど

に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

こ
の
後
、

予
定
）を
中
止
し
た
。

　
新
型
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
受
験
者
に
よ
る
集
団
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
２
月
28
日

に
中
止
を
発
表
し
た
も
の
。

今
後
の
日
程
な
ど
は
、
感
染

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
改
め

て
公
表
す
る
。

「
あ
お
り
運
転
」
行
為
と
規

定
し
、処
罰
す
る
も
の
。

　
こ
う
し
た
行
為
で
人
を
負

傷
さ
せ
た
者
は
15
年
以
下
の

懲
役
、
人
を
死
亡
さ
せ
た
者

は
１
年
以
上
の
有
期
懲
役
に

処
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
あ
お
り
運
転
」
の
防
止
に

向
け
て
、
道
路
交
通
法
の
一

部
改
正
と
あ
わ
せ
、
そ
の
処

罰
が
強
化
さ
れ
る
。

改正事業法対応の施策推進
標準的運賃の周知・浸透へ

拡
大
防
止
へ
基
本
方
針

政 府

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

自
動
車
処
罰
法
改
正
案

「
あ
お
り
運
転
」防
止
へ
閣議決定

「
物
流
の
未
来
へ
」

     

テ
ー
マ
に

全
ト
協 

青
年
部
会

元
年
度 

全
国
大
会

全
ト
協

経産省

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
４
号
を
発
動
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ニ
ト
リ
の
商
品
は
規
格

も
サ
イ
ズ
も
多
種
多
様
な

た
め
、
パ
レ
ッ
ト
に
効
率

良
く
積
ん
で
輸
送
す
る
の

が
難
し
く
、
拠
点
間
の
幹

線
輸
送
で
も
ト
ラ
ッ
ク
に

バ
ラ
積
み
し
て
い
る
。
10

㌧
車
の
場
合
、
発
着
地
で

の
積
み
込
み
・
積
み
降
ろ

し
に
そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
時

間
か
か
る
。
昨
今
は
ド
ラ

イ
バ
ー
が
荷
役
を
伴
う
業

務
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な

り
、
輸
送
力
の
確
保
に
懸

念
が
出
て
き
た
。

　

こ
の
た
め
対
応
策
と
し

て
、
物
流
子
会
社
の
ホ
ー

ム
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が
着

目
し
た
の
が「
ス
ワ
ッ
プ

ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
」

だ
。
車
体
と
荷
台
を
分
離

行
い
、
コ
ン
テ
ナ
を
入
れ

替
え
て
戻
る
。

　

片
荷
輸
送
と
な
る
ル
ー

ト
で
は
、
帰
り
に
他
の
荷

主
の
商
品
を
積
ん
で
戻
る

ス
キ
ー
ム
も
構
築
し
た
。

ニ
ト
リ
側
が
積
み
込
み
を

納
品
日
の
前
日
夕
方
か
ら

当
日
朝
に
変
更
し
、
相
手

の
荷
主
側
も
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
翌
日
納
品
か
ら
当
日

納
品
に
変
更
す
る
こ
と
に

よ
り
実
現
し
た
。

　
従
来
の
行
程
で
は
１
泊

２
日
と
な
る
と
こ
ろ
を
１

日
で
業
務
を
完
了
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
毎
日
帰
宅
で

き
る
運
行
体
制
を
可
能
に

し
た
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
の

適
用
で
、
外
販
の
強
化
も

図
る
と
い
う
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
巴 

未
希 

）

で
き
る
た
め
、
運
行
と
荷

役
を
分
け
て
運
用
し
、
荷

役
作
業
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の

代
わ
り
に
発
着
地
の
倉
庫

側
で
行
い
、
こ
れ
に
よ
り

ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
業
務

に
専
念
で
き
る
。

　

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン

テ
ナ
車
両
は
ト
レ
ー
ラ
と

違
い
、
牽
引
免
許
が
不
要

な
た
め
、
大
型
免
許
だ
け

で
運
転
が
で
き
る
。
荷
台

部
分
の
車
検
を
受
け
る
必

要
も
な
い
。

　

た
だ
し
、
コ
ン
テ
ナ
の

脱
着
を
行
う
際
、
荷
台
を

切
り
離
し
た
車
体
が
前
進

す
る
た
め
、
直
線
距
離
で

28
㍍
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
が

要
る
。
ガ
イ
ド
ロ
ー
ラ
ー

に
沿
っ
て
水
平
に
脱
着
す

た
、
荷
台
の
床
の
位
置
が

高
く
、
低
床
の
バ
ー
ス
に

接
車
す
る
に
は
、
ド
ッ
グ

レ
ベ
ラ
ー
な
ど
で
段
差
を

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ホ
ー
ム
ロ
ジ
は
、
こ
れ

ら
の
条
件
を
満
た
す
拠
点

で
導
入
を
開
始
。
運
送
会

社
と
費
用
を
分
担
し
、
車

体
を
運
送
会
社
、
コ
ン
テ

ナ
を
ホ
ー
ム
ロ
ジ
が
負
担

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

従
来
は
、
２
つ
の
拠
点

間
を
１
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
往
復
で
運
転（
２
運
行
）

し
て
い
た
。
発
着
の
積
み

込
み
・
積
み
降
ろ
し
、
走

行
、
休
憩
を
含
め
て
拘
束

時
間
は
11
時
間
と
な
り
、

２
時
間
の
残
業
が
発
生
し

て
い
た
。

　

ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン

テ
ナ
車
両
の
導
入
後
は
、

２
台
が
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点

か
ら
実
入
り
コ
ン
テ
ナ
を

積
ん
で
出
発
。
輸
送
中
に

各
拠
点
で
は
別
の
コ
ン
テ

ナ
へ
積
み
込
み
を
終
え
て

お
く
。
車
両
が
到
着
す
る

と
積
ん
で
き
た
コ
ン
テ
ナ

の
脱
着
を
行
い
、
実
入
り

コ
ン
テ
ナ
を
載
せ
て
再
び

発
地
へ
戻
る
。
ド
ラ
イ
バ

ー
は
残
業
せ
ず
に
３
運
行

で
き
、
拘
束
時
間
も
短
縮

さ
れ
た
。

  

中
継
方
式
で
長
距
離
も

　

関
東
～
関
西
間
の
長
距

離
輸
送
で
も
、
新
東
名
高

速
道
路
浜
松
Ｓ
Ａ（
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
）の「
コ
ネ

ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
」
を
活

用
し
、
中
継
方
式
に
よ
る

運
用
を
実
施
し
て
い
る
。

双
方
の
拠
点
を
出
発
し
た

車
両
が
中
継
地
で
脱
着
を

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
地

面
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
整

地
さ
れ
斜
度
が
２
度
以
内

で
あ
る
こ
と
も
条
件
。ま

　

厚
生
労
働
省
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ（
企
業
の
方
向
け
）」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

に
掲
載
し
、
発
熱
な
ど
の
風

邪
の
症
状
が
あ
る
者
や
感
染

が
疑
わ
れ
る
者
へ
の
対
応
と

あ
わ
せ
、
労
働
者
を
休
業
さ

せ
る
場
合
の
措
置
な
ど
に
つ

れ
に
該
当
す
る
場
合
、
休
業

手
当
の
支
払
い
が
必
要
と
な

る
。

　
▽
感
染
者
を
休
業
さ
せ
る

場
合

　

都
道
府
県
知
事
が
行
う
就

業
制
限
に
よ
り
労
働
者
が
休

業
す
る
場
合
、一
般
的
に
は
前

記
の
労
基
法
の
規
定
に
該
当

し
な
い
と
考
え
ら
れ
、休
業
手

当
を
支
払
う
必
要
は
な
い
。

い
て
説
明
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、次
の
通
り
。

　
▽
休
業
さ
せ
る
場
合
の
留

意
点

　
欠
勤
中
の
賃
金
の
取
り
扱

い
は
労
使
で
十
分
に
話
し
合

い
、
労
働
者
が
安
心
し
て
休

暇
を
取
得
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
賃
金
支
払
い
の
必
要
性
の

有
無
な
ど
に
関
し
て
は
、
個

別
事
案
ご
と
に
総
合
的
に
勘

案
す
べ
き
だ
が
、
労
働
基
準

法
第
26
条
で
は「
使
用
者
の

責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る

休
業
」
の
場
合
、
使
用
者
は

休
業
期
間
中
の
休
業
手
当

（
平
均
賃
金
の
１
０
０
分
の
60

以
上
）を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
こ

　

厚
労
省
は
２
月
28
日
、
新

型
感
染
症
へ
の
対
応
と
し

て
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
事
業
主
の
範
囲
を
拡
大

し
た
。

　
観
光
関
連
産
業
や
部
品
の

調
達
・
供
給
な
ど
の
停
滞
で

影
響
を
受
け
る
製
造
業
な
ど

を
含
め
、
幅
広
く
対
象
と
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

特
例
措
置
は
、
休
業
な
ど

の
初
日
が
１
月
24
日
か
ら
７

月
23
日
ま
で
の
場
合
が
対
象

（
５
月
31
日
ま
で
に
計
画
届

を
提
出
す
れ
ば
、
事
後
届
出

も
対
象
）。

　

ま
た
、
生
産
指
標（
売
上

　
▽
感
染
が
疑
わ
れ
る
者
を

休
業
さ
せ
る
場
合

　
風
邪
の
症
状
や
37
・
５
度

以
上
の
発
熱
が
４
日
以
上
続

く
場
合
、
強
い
だ
る
さ（
倦

怠
感
）や
息
苦
し
さ（
呼
吸

困
難
）が
あ
る
場
合
に
は
、

最
寄
り
の
保
健
所
な
ど
に
設

置
の「
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
問
い
合
わ

せ
る
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

も
、
職
務
の
継
続
が
可
能
な

者
に
つ
い
て
、
使
用
者
の
自

主
的
判
断
で
休
業
さ
せ
る
場

合
、
一
般
的
に
は
休
業
手
当

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
▽
発
熱
な
ど
が
あ
る
者
の

自
主
休
業

　
感
染
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
時
点
で
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
労
働
者
が
自
主
的

に
休
む
場
合
は
、
通
常
の
病

欠
と
同
様
に
取
り
扱
い
、
病

気
休
暇
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
発
熱
な
ど
一
定
の

症
状
が
あ
る
こ
と
の
み
を
も

っ
て
一
律
に
休
ま
せ
る
措
置

を
取
る
な
ど
、
使
用
者
の
自

主
的
な
判
断
で
休
業
さ
せ
る

場
合
、
一
般
的
に
は
休
業
手

当
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
▽
事
業
の
休
止
に
伴
う
休

業
　
今
回
の
感
染
症
な
ど
に
よ

り
、
事
業
の
休
止
な
ど
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
労
働
者
を
休

業
さ
せ
る
時
は
、
労
使
が
話

し
合
い
、
労
働
者
の
不
利
益

を
回
避
す
る
よ
う
に
努
力
す

る
こ
と
が
大
切
。

　
休
業
手
当
の
支
払
い
に
つ

い
て
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る

休
業
の
場
合
は
、
使
用
者
に

支
払
い
義
務
は
な
い
。

　
「
Ｑ
＆
Ａ
」
で
は
こ
の
ほ

か
、
休
業
に
伴
う
年
次
有
給

休
暇
と
病
気
休
暇
の
取
り
扱

い
や
、
変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
と
変
更
、36
協
定
・
特

別
条
項
の
運
用
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
を

参
照（
順
次
、更
新
）。

通
常
の
３
か
月
か
ら
１
か
月

に
短
縮
し
、
緩
和
す
る
。
あ

わ
せ
て
、
雇
用
指
標
の
要
件

を
撤
廃
し
、
最
近
３
か
月
の

雇
用
指
標
の
平
均
値
が
、
前

年
同
期
比
で
一
定
程
度
増
加

し
て
い
る
場
合
で
も
助
成
対

象
と
す
る
。

　
求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
成
約

運
賃
指
数
に
よ
る
と
、
２
月

の
指
数
は
前
月
よ
り
４
㌽
低

下
の
１
２
２
で
、
前
年
同
月

を
５
㌽
下
回
っ
た
。
昨
年
９

月
以
降
、
前
年
を
下
回
る
水

準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

荷
物
情
報（
求
車
）
登
録

件
数
は
８
万
７
９
３
８
件

で
、
前
年
同
月
比
37
・
７
％

減
少
し
、
求
車
需
要
は
減
退

傾
向
に
あ
る
。

　

厚
労
省
は
、
新
型
感
染
症

に
係
る
小
学
校
な
ど
の
臨
時

休
業
に
伴
う
保
護
者（
労
働

者
）の
休
暇
取
得
を
支
援
す

る
た
め
、
企
業
に
対
す
る
新

た
な
助
成
金
制
度
を
創
設

す
る
。

　
新
型
感
染
症
の
拡
大
防
止

策
と
し
て
、
小
学
校
な
ど
が

臨
時
休
業
し
た
場
合
、
こ
れ

に
伴
い
子
供
の
世
話
を
す
る

保
護
者
で
あ
る

労
働
者
の
、
休

職
に
よ
る
所
得

の
減
少
に
対
応

す
る
た
め
、創
設
す
る
も
の
。

　

助
成
対
象
は
、
正
規
・
非

正
規
を
問
わ
ず
、
次
の
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
、
子
供

の
世
話
を
行
う
こ
と
が
必
要

に
な
っ
た
労
働
者
に
対
し
、

労
働
基
準
法
上
の
年
次
有
給

休
暇
と
は
別
途
に
有
給（
賃

金
全
額
支
給
）の
休
暇
を
取

得
さ
せ
た
事
業
主
。

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
国
土
交
通
省
は
新
型
感
染

症
対
策
と
し
て
、
自
動
車
車

検
証
の
有
効
期
間
が
２
月
28

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
自

動
車
に
つ
い
て
、
全
国
一
律

に
４
月
30
日
ま
で
有
効
期
間

を
伸
長
し
た
。

　
年
度
末
の
繁
忙

期
に
は
不
特
定
多

数
の
申
請
者
が
運

輸
支
局
な
ど
の
窓

口
に
集
中
し
、
感
染
拡
大
の

リ
ス
ク
増
大
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
だ
。

　
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
に
つ
い
て
も
、
継
続
契
約

の
締
結
手
続
き
が
４
月
30
日

を
限
度
に
猶
予
さ
れ
る
。

高
な
ど
が
前
年
同

期
比
10
％
以
上
減

少
）の
確
認
対
象

期
間
に
つ
い
て
、

感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
臨

時
休
業
し
た
小
学
校
な
ど
に

通
う
子

　
②
風
邪
症
状
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

お
そ
れ
の
あ
る
小
学
校
な
ど

に
通
う
子

　

助
成
金
の
支
給
額
に
つ
い

て
は
、
休
暇
中
に
支
払
っ
た

賃
金
相
当
額
の
全
額
で
、
８

３
３
０
円
を
日
額
の
上
限
と

す
る
。

　

大
企
業
・
中
小
企
業
と
も

同
様
。

　
政
府
が
要
請
を
発
し
た
２

月
27
日
か
ら
３
月
31
日
の
間

に
取
得
し
た
休
暇
に
対
し
、

適
用
す
る
。

車
検
証
の
有
効
期
間

４
月
30
日
ま
で
伸
長

厚 労 省 新
型
感
染
症
へ
の
対
応
策

特
例
対
象
を
拡
大

雇
用
調
整
助
成
金

「企業向けＱ＆Ａ」
休業させる場合など

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

2
月
は
１
２
２

求
車
の
減
少
続
く

拘
束
時
間
短
縮
の
有
効
策
か

　ニトリの物流子会社が、車体と荷台を分
離できるスワップボディコンテナ車両の
導入を進めている。荷役作業を発着地の
倉庫側で行い、ドライバーは運転業務に専
念する。１台の車体に対し複数のコンテ
ナを用意し、事前にコンテナへの積み込
み・積み降ろしを行うことで輸送効率が
向上。荷役作業の間、ドライバーは待機す
る必要がなく、拘束時間の短縮を実現した。

スワップボディコンテナ車導入
運行と荷役を分離し回転率向上

国 交 省

小
学
校
な
ど
臨
時
休
業

保
護
者
の
有
給
に
助
成
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
広

報
・
情
報
委
員
長
の
鎮
目
隆

雄
副
会
長
が
３
月
３
日
、
文

化
放
送
ラ
ジ
オ
番
組「
く
に

ま
る
ジ
ャ
パ
ン
極
」（
企
画

と
を
ア
ピ
ー
ル
。

　

そ
の
上
で
、
東
ト
協
は
交

通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

環
境
対
策
と
し
て
グ
リ
ー

ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は

い
ち
早
く
救
援
物
資
の
緊
急

輸
送
に
出
動
し
、
復
旧
・
復

興
物
資
の
輸
送
も
行
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
業
界
が
直
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
運
転
者

不
足
が
深
刻
化
し
高
齢
化
し

つ
つ
あ
る
問
題
を
挙
げ
、
必

要
な
運
転
者
を
確
保
す
る
に

　
鎮
目
副
会

長
は
ま
ず
、

緑
ナ
ン
バ
ー

の
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
が
多

く
の
荷
物
を

運
び
、
物
流

の
主
役
を
担

っ
て
い
る
こ

コ
ー
ナ
ー「
な
る
ほ
ど
ジ
ャ

パ
ン
」）に
生
出
演
し
、営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
を
は
じ

め
、
業
界
の
取
り
組
み
や
問

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

に
対
し
、
貨
物
量
抑
制
や
輸

送
時
間
・
ル
ー
ト
変
更
を
行

う
な
ど
、
円
滑
な
港
湾
物
流

の
確
保
に
向
け
て
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

具
体
的
な
対
策
は
、
次
の

通
り
。

　
①
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
時
間
拡

大
＝
通
常
よ
り
開
始
・
終
了

を
各
１
時
間
以
上
前
倒
し
・

後
ろ
倒
し
す
る
予
定

　
７
月
15
日
～
17
日
＝
７
時

30
分
～
18
時
▽
７
月
20
日
～

８
月
７
日
＝
７
時
30
分
～
翌

４
時（
18
時
で
受
付
終
了
し
、

そ
れ
以
降
は
予
約
制
で
対
応
）

▽
８
月
11
日
～
14
日
＝
８
時

30
分
～
18
時
▽
８
月
25
日
～

　

関
東
運
輸
局
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

開
催
時
の
輸
送
対
策
説
明
会

を
開
催
し
た
。

　
大
会
時
の
交
通
規
制
や
混

雑
状
況
な
ど
に
関
す
る
物
流

事
業
者
の
理
解
を
促
進
し
、

物
流
Ｔ
Ｄ
Ｍ（
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）を
推
進
す
る

９
月
９
日
＝
７
時
30
分
～
18

時（
※
詳
細
は
未
定
で
、
確

定
次
第「
東
京
港
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」に
掲
載
）

　
②
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
設
置

＝
24
時
間
利
用
可
能
な
貨
物

の
一
時
保
管
場
所（
無
料
）

を
大
井
・
城
南
島
・
青
海
・

中
央
防
波
堤
外
側
の
４
か
所

に
計
約
６
０
０
台
分
設
置
／

設
置
期
間
７
月
１
日
～
９
月

30
日（
４
月
１
日
か
ら
募
集

開
始
予
定
）

　
○
臨
海
部
混
雑
マ
ッ
プ
の

提
供

　
○
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

向
け
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
増
設

＝
14
基
増
設
し
て
計
39
か
所

の
交
通
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
配
信

　

○
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
船
舶
・

鉄
道
利
用
へ
の
転
換
支
援

　
○
長
期
蔵
置
貨
物
の
解
消

体
な
ど
か
ら
46
人
が
参
加
。

　
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
が「
東

京
２
０
２
０
大
会
輸
送
と
企

業
活
動
の
両
立
に
向
け
て
」、

都
港
湾
局
が「
東
京
港
に
お

け
る
２
０
２
０
大
会
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
輸
送
対
策
に
関
し

て
説
明
し
た
。

は
、
現
状
の
長
時
間
労
働
や

低
賃
金
な
ど
労
働
条
件
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
生
産
性
向
上
や
適
正
運

賃
・
料
金
の
収
受
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
し
た
。

　
国
で
も
、平
成
30
年
に「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
」
を

改
正
し
、「
標
準
的
な
運
賃
」

を
定
め
る
こ
と
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
国
民
生
活
や
産
業

活
動
の
動
脈
で
あ
る
物
流
を

維
持
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
と
説
明
し
、
理
解
を
求
め

た
。

　

最
後
に
、
発
着
荷
主
に
お

け
る
荷
待
ち
問
題
に
も
触

れ
、
そ
れ
が
長
時
間
労
働
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘

し
、
そ
の
削
減
に
は「
荷
主

企
業
の
積
極
的
な
協
力
が
不

可
欠
」と
訴
え
た
。

　
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算

に
よ
る
物
流
生
産
性
向
上
事

業
と
し
て
、
物
流
改
善
に
向

け
た
２
つ
の
実
証
事
業
を
実

施
す
る
。
実
証
事
業
の
公
募

期
間
は
３
月
27
日
ま
で（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
公
募
期

間
を
延
長
）。

　
具
体
的
に
は
、①「
東
京
２

離
や
、
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を
活

用
し
た
共
同
輸
送
な
ど
）、お

よ
び
集
荷
配
送
の
効
率
化

（
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
に

よ
る
効
率
的
な
車
両
手
配
な

ど
）の
取
り
組
み
を
想
定
。

基
本
的
に
12
月
頃
ま
で
に
実

施
す
る
も
の
と
す
る
。

　

選
定
事
業
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
向
け
た
協
議
会
な
ど

の
開
催
や
検
討
に
係
る
調

査
、
事
業
の
試
行
的
実
施
な

ど
に
必
要
な
経
費
に
関
し

て
、
国
交
省
が
１
事
業
当
た

り
最
大
７
０
０
万
円
を
負
担

し
、取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

　

実
証
事
業
を
通
じ
て
物
流

の
効
率
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、優
良
事
例
を
収
集
し
、

関
係
業
界
な
ど
に
横
展
開
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
化

を
促
進
す
る
方
針
。

　
詳
細
は
、国
交
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
。

　
東
京
都
港
湾
局
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備

局
、
都
市
整
備
局
は

３
月
３
日
、「
東
京

２
０
２
０
大
会
時
に

お
け
る
東
京
港
の
取

組
」
を
公
表
し
た
。

大
会
時
に
予
想
さ
れ

る
交
通
混
雑
の
緩
和

対
策
を
取
り
ま
と
め

こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
も
の
で
、
東
京

臨
海
部
を
中
心
に
活

動
す
る
物
流
業
界
団

　
○
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン

テ
ナ
の
需
要
増
へ
の
対

応
　
○
臨
時
貨
物
置
場
の

設
置
＝
青
海
と
城
南
島

の
２
か
所
に
設
置

　
○
新
た
な
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
中
防
外

Ｙ
２
供
用
開
始（
３
月

23
日
か
ら
）

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
期

間
中
の
交
通
量
の
抑
制
・
平

準
化
等
の
促
進
に
向
け
た
実

証
事
業
」、
②「
食
品
に
係
る

物
流
の
効
率
化
方
策
検
討
業

務
実
証
事
業
」。

　

予
算
額
は
１
億
円
。①
②

を
合
わ
せ
て
10
事
業
程
度
を

選
定
し
実
施
す
る
。

　
①
は
、
五
輪
期
間
中
の
交

通
混
雑
の
緩
和
に
向
け
た
輸

送
量
抑
制
を
図
る
た
め
の
実

証
事
業
。
複
数
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
共
同
輸
配
送
や
、

共
同
輸
配
送
と
定
曜
日
配
送

に
よ
り
輸
送
量
を
平
準
化
す

る
取
り
組
み
な
ど
を
想
定
。

実
施
期
間
は
７
月
中
旬
頃
ま

で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

　

ま
た
②
は
、
食
品
流
通
の

合
理
化
を
図
る
た
め
の
実
証

事
業
。
幹
線
輸
送
の
効
率
化

（
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ

ナ
車
両
を
活
用
し
た
荷
役
分

た
も
の
。

　
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
場

合
、交
通
混
雑
に
よ
り
、「
東

京
港
に
ト
ラ
ッ
ク
が
着
か
な

い
」「
貨
物
が
配
送
先
に
届
か

な
い
」
な
ど
、
港
湾
物
流
へ

の
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
東
京
港
を
利

用
す
る
荷
主
や
物
流
事
業
者

「東京港の取組」公表

関運局

五
輪
開
催
時

円
滑
な
港
湾
物
流
確
保
へ

東 京 都

物
流
業
界
対
象
に

五
輪・輸
送
対
策
説
明
会

東ト協

貨
物
量
の
抑
制
や

輸
送
時
間
変
更
な
ど

公募 3月27日まで

♦
文
化
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
♦

鎮
目
副
会
長
が
生
出
演 

業
界
の
役
割
や

   

取
り
組
み
を
紹
介

五輪・交通量抑制など
物流改善へ実証事業

国交省

鎮
目
副
会
長（
右
側
・
手
前
）
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
25
日
、
協
会
事
務
局
の

役
職
員
に
対
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
感
染
防

止
の
た
め
の
留
意
事
項
を
示

し
、
感
染
予
防
に
万
全
を
期

す
よ
う
指
示
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
会
員
事
業
者
に
対
し
て

注
意
喚
起
し
、
従
業
員
の
感

染
予
防
に
努
め
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

役
職
員
へ
の
留
意
事
項

は
、次
の
通
り
。

　
○
通
勤
途
上
・
外
出
時
に

は
マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底

し
、
外
食
時
・
帰
宅
時
に
は

手
洗
い
を
励
行
す
る

　
○
発
熱
・
咳
・
倦
怠
感
な

ど
体
調
が
悪
い
時
は
、
無
理

や
外
出
先
か
ら
協
会
に
戻
っ

た
際
に
は
、
う
が
い
お
よ
び

石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
や
、
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
よ

る
手
指
の
消
毒
を
行
う

　
○
協
会
事
務
室
に
お
い
て

は
、
原
則
と
し
て
マ
ス
ク
を

着
用
す
る

　
○
妊
娠
中
や
持
病
が
あ
る

な
ど
、
感
染
し
た
際
の
リ
ス

ク
が
高
い
職
員
で
、
時
差
出

勤
を
希
望
す
る
者
は
あ
ら
か

じ
め
担
当
上
司
に
申
し
出
る

　
時
差
出
勤
を
希
望
す
る
旨

の
申
告
を
受
け
た
担
当
部
長

な
ど
は
、
速
や
か
に
専
務
理

事
に
報
告
し
、
当
該
職
員
の

出
勤
時
間
な
ど
を
個
別
に
指

示
す
る

　

○
協
会
と
し
て
、
会
議
・

講
習
な
ど
を
一
律
に
中
止
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
不
要

不
急
の
会
議
・
講
習
な
ど
は

中
止
・
延
期
の
方
向
で
検
討

す
る

　

検
討
の
結
果
、
開
催
す
る

場
合
に
は
、
参
加
者
に
マ
ス

ク
を
持
参
す
る
よ
う
通
知
す

る
ほ
か
、
出
入
口
で
の
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
よ
る

手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク
の
着

用
要
請
な
ど
、
感
染
予
防
対

策
に
万
全
を
期
す

　
会
議
・
研
修
な
ど
で
職
員

が
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
旨
を

開
催
案
内
な
ど
に
記
載
し
、

あ
ら
か
じ
め
参
加
者
の
理
解

を
得
る

　

○
厚
生
労
働
省
の「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
防
ぐ
に

は
」や
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
な

ど
を
参
考
に
、
各
自
が
感
染

予
防
に
留
意
す
る

　

東
ト
協
多
摩
支
部（
竹
内

政
司
支
部
長
）
青
年
部（
森

辰
也
部
長
）は
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
令
和
元
年
度

「
青
年
経
営
者
等
に
よ
る
先

進
的
な
事
業
取
組
に
対
す
る

顕
彰
」
で
銅
賞
を
受
賞
し
、

２
月
21
日
開
催
の
全
ト
協
青

年
部
会
全
国
大
会
で
顕
彰
さ

れ
た
。

　
同
日
の
全
国
大
会
で
授
与

式
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
多

摩
支
部
青
年
部・森
部
長
が
、

全
ト
協
・
田
中
亨
副
会
長
か

ら
表
彰
状
と
顕
彰
金
50
万
円

を
贈
ら
れ
た（
写
真
）。

　

同
支
部
青
年
部
は
、
業
界

で
深
刻
な
経
営
課
題
に
な
っ

て
い
る
人
材
の
採
用
・
確
保

を
目
的
に
、「
物
流
業
界
説

求
職
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。 　

さ
ら
に
、
同
支
部
青
年
部

で
は
学
習
塾
や
自
動
車
教
習

所
と
連
携
し
、「
物
流
業
界

専
門
の
職
業
訓
練
校
」
設
置

を
目
指
し
、
平
成
28
年
か
ら

高
等
学
校
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◇
お
知
ら
せ
◇

  

行
事
日
程
な
ど

  

改
め
て
確
認
を

　
東
ト
協
で
は
新
型
感
染

症
の
蔓
延
に
伴
い
、
２
月

下
旬
か
ら
会
議
や
研
修
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
相
次
い

で
中
止
し
ま
し
た
。

　
一
律
に
中
止
し
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
開
催
予
定
の

行
事
な
ど
に
つ
い
て
、
政

府
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
自
粛
要
請
を
踏
ま

え
、
中
止
・
延
期
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改

め
て
開
催
日
程
な
ど
を
ご

確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

・
進
路
指
導
教

員
な
ど
に
対
す

る
講
演
を
実

施
。そ
の
結
果
、

今
年
４
月
中
旬

に
も
専
門
の
職

業
訓
練
校
が
開

校
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
て
い
る
。

16
日　

青
年
部
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会

17
日　

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー

（
～
19
日
）▽
東
京
都
交
付

金
事
業
実
施
計
画
案
検
討

委
員
会
▽
正
副
会
長
会
▽

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺

児
等
助
成
財
団
理
事
会
▽

同
臨
時
評
議
員
会

18
日　

紙
・
パ
ル
プ
専
門
部

会
役
員
会
▽
鉄
鋼
専
門
部

会
ト
レ
ー
ラ
の
安
全
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム

19
日　

指
導
監
査
▽
物
流
経

営
士
課
程
▽
環
境
委
員
会

正
副
委
員
長
会
議

20
日　

女
性
部
一
日
研
修
見

学
会

21
日　

支
部
事
務
局
事
務
長

会
議

22
日　

運
行
管
理
者
試
験
事

前
講
習
会

25
日　

事
務
局
部
長
会
▽
海

上
コ
ン
テ
ナ
専
門
部
会
意

見
交
換
会

26
日　

東
ト
協
福
利
厚
生
対

策
事
業
研
修
会
▽
街
頭
検

査
打
合
せ
会
議

27
日　
衛
生
委
員
会

17
日
㈫　
14
時
＝
鉄
鋼
専
門

部
会
心
臓
疾
患
・
大
血
管

疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

研
修（
東
ト
総
合
会
館
）

18
日
㈬　
13
時
30
分
＝
東
京

都
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機
関
評
議
委

員
会（
東
ト
総
合
会
館
）

23
日
㈪　
13
時
＝
会
長
候
補

者
選
出
・
管
理
委
員
会（
東

　

ト
総
合
会
館
）▼
14
時
＝

常
任
理
事
会
・
総
務
委

員
会
合
同
会
議（
同
）

24
日
㈫　
12
時
＝
関
東
ト
ラ

ッ
ク
協
会
海
上
コ
ン
テ
ナ

部
会
正
副
部
会
長
・
監
事

合
同
会
議（
東
ト
総
合
会

館
）

30
日
㈪　
13
時
30
分
＝
理
事

会（
東
ト
総
合
会
館
）

　

東
ト
協
は
２
月
26
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
、
令
和
元
年

度
第
２
回
福
利
厚
生
対
策
事

業
研
修
会
を
開
催
し
、
会
員

事
業
者
の
管
理
者
・
実
務
担

当
者
な
ど
約
30
人
が
参
加
し

た
。

　

同
日
は
、
ラ
ッ
カ
ル
人
財

研
究
所
の
丸
山
泰
令
代
表
取

締
役（
公
認
心
理
師
・
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）が「
職
場

に
長
く
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
は
～
」と
題
し
て
講
演
。

　

第
１
部
で
は
ま
ず
、
管
理

職
と
し
て
認
識
し
て
お
く
べ

き
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
解
説
。
心
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
従
業
員

自
ら
が
行
う
ス
ト
レ
ス
へ
の

気
付
き
と
セ
ル
フ
ケ
ア
、
お

よ
び
管
理
監
督
者
が
行
う
職

場
環
境
の
改
善
と
相
談
に
対

応
す
る
ラ
イ
ン
ケ
ア
を
中
心

に
、
産
業
医
・
外
部
の
医
療

機
関
な
ど
の
ケ
ア
が
必
要
と

説
明
し
た
。

　
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
予
防
、
②
早
期
発
見
・
早

期
対
応
、③
周
囲
と
の
連
携
、

④
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
高
め
る

方
向
性
︱
を
挙
げ
た
。

　
特
に
管
理
職
に
は

安
全
配
慮
義
務
と
し

て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
事
例
性（
イ
エ

ロ
ー
サ
イ
ン
）に
気

付
き
、
対
処
行
動
を

取
る
な
ど
の
対
策
が

求
め
ら
れ
る
と
指

摘
。
ま
ず
部
下
の
サ

イ
ン
・
変
化
に
気
付

く
こ
と
が
重
要
で
、

部
下
の
話
を
聴
き
、

し
か
る
べ
き
対
応
を

取
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

引
き
続
き
、
第
２
部
で
は

組
織
と
し
て
求
め
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
や
、
セ
ル
フ
ケ
ア

の
実
践
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

し
て
出
勤
す
る
こ

と
な
く
、
自
宅
療

養
に
努
め
経
過
観

察
す
る

　
○
協
会
出
勤
時

明
・
面
接

会
」
の
取

り
組
み
を

実
施
し
、

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺

児
等
助
成
財
団
に
、
次
の
方

か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

◇
多
摩
支
部（
竹
内
政
司

支
部
長
）
＝
写
真
は
多
摩
支

部
50
周
年
記
念
式
典
で
、
浅

井
隆
会
長
に
寄
附
金
を
贈
呈

す
る
竹
内
氏
㊧

の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
～
部
下
も

管
理
職
も
元
気

　

東
ト
協
女
性
部

（
原
玲
子
本
部
長
）は

２
月
20
日
、令
和
元
年
度「
一

日
研
修
見
学
会
」を
実
施
し
、

原
本
部
長
や
藤
田
千
枝
子
副

本
部
長
を
は
じ
め
、
女
性
部

会
員
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
神
奈
川
県
の
い

す
ゞ
自
動
車
・
藤
沢
工
場
を

訪
れ
、
同
工
場
の
説
明
や
施

設
見
学
を
行
っ
た
後
、「
い

す
ゞ
プ
ラ
ザ
」
を
見
学
し
、

同
社
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

研
修
し
た
。

人
材
確
保
に
向
け

説
明
会
・
面
接
会

福
利
厚
生
対
策

事
業
研
修
会

会員に注意喚起し
感染予防呼びかける

メンタルヘルス
対応のポイント

東
ト
協  

多
摩
支
部
青
年
部

新型コロナウイルス
職員に感染対策を指示

東ト協

【
3
月
16
〜
31
日
】

【
2
月
16
〜
29
日
】

全
ト
協
顕
彰
で
銅
賞

東ト協 女性部

「一日研修見学会」

いすゞ工場など視察

東ト協
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在
、そ
の
衰
え
を
見
せ
て

い
な
い
。
ど
う
な
る
の
か
、

心
配
で
あ
る
◆
小
・
中
学

校
な
ど
の
閉
鎖
措
置
も

相
次
ぎ
、劇
場
な
ど
イ
ベ

ン
ト
会
場
も
休
み
に
な
っ

た
。
主
だ
っ
た
観
光
地
も

同
様
の
状
況
に
あ
り
、「
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？
日
本

列
島
」と
嘆
か
わ
し
い
限

り
で
あ
る
。
今
回
は
、
誰

を
責
め
る
こ
と
も
で
き
な

い「
敵
」が
相
手
だ
か
ら
、

防
御
の
み
で
あ
る
。
人
間

の
力
の
限
界
を
身
に
つ
ま

さ
れ
て
知
っ
た
◆
と
こ
ろ

で
、マ
ス
ク
の
件
だ
が
、「
予

防
で
マ
ス
ク
を
推
奨
せ
ず
」

と
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）が
手
引
き
を
ま
と
め

た
、と
外
電
が
伝
え
て
い

る（
３
月
２
日
付
の
読
売

新
聞
）◆
せ
き
な
ど
の
呼

吸
器
系
の
症
状
が
あ
る
人

や
、自
宅
で
感
染
者
を
介

護
し
て
い
る
人
は
マ
ス
ク

を
す
べ
き
だ
が
、そ
れ
よ

り
も「
手
洗
い
励
行
」
の

方
が
重
要
だ
、と
し
て
い

る
。
ど
れ
が
本
当
に
重
要

か
訳
が
分
か
ら
な
く
な
る

が
、そ
れ
だ
け
今
回
の
新

型
感
染
症
は
厄
介
で
あ
る

◆
３
月
6
日
現
在
、世
界

で
約
３
３
０
０
人
が
亡
く

な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
や

は
り
恐
ろ
し
い
。
日
本
で

は
検
査
体
制
の
強
化
と
法

整
備
を
急
ぐ
と
い
う
が
、

い
ま
だ
に
終
息
の
気
配
は

見
え
て
こ
な
い
。
早
い
終

息
を
願
う
の
み
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
が
世

界
に
蔓
延
し
、

３
月
6
日
現
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
伴

い
、政
府
は
不
要
不
急
の
外
出
を

避
け
る
よ
う
要
請
し
た
。
感
染

が
世
界
各
国
に
広
が
り
、経
済
に

も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ

あ
る
。

　

鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
で
は
、そ
の
乗
車
密
度
の
高

さ
か
ら
オ
フ
ピ
ー
ク
通
勤
や
テ

レ
ワ
ー
ク
を
呼
び
か
け
、企
業
で

も
出
張
を
取
り
や
め
た
り
、外
部

と
の
打
ち
合
わ
せ
や
会
合
を
自

粛
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
い
る
。

　

当
然
、物
流
に
も
影
響
が
出
て

お
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
崩

れ
て
き
て
い
る
。
百
貨
店
業
界

で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
抑
制
に

よ
り
、２
月
の
売
上
高
が
軒
並
み

３
割
弱
減
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

３
月
か
ら
小
・
中
学
校
な
ど

が
休
校
と
な
り
、家
庭
環
境
か
ら

居
場
所
が
な
く
な
っ
た
子
供
た

ち
も
少
な
く
な
い
。
相
次
ぐ
催

し
の
中
止
や
自
粛
な
ど
、新
型
感

染
症
の
影
響
で
、あ
ら
ゆ
る
こ
と

が
負
の
連
鎖
に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
、災
害
時
に
お
け
る
自
粛

ム
ー
ド
は
記
憶
に
残
る
。
そ
れ

が
精
神
的
に
も
逆
効
果
に
な
る

と
し
て
、
あ
え

て
挙
行
す
る
方

向
に
向
か
っ
た

経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
今
回

ば
か
り
は「
見

え
な
い
モ
ノ
」

だ
け
に
厄
介
だ
。

　

一
方
、
恐
れ

て
い
た
の
が

「
デ
マ
」。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
店

頭
か
ら
消
え
、米
も
品
薄
に
な
る

始
末
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
発
達
で
、悪
事
が
千
里
を
走
っ

て
行
っ
た
。

　

夕
刻
の
上
野
・
ア
メ
横
を
歩

く
と
、明
ら
か
に
い
つ
も
の
活
気

が
な
か
っ
た（
写
真
）。
外
国
人
観

光
客
も
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
、と
い
う
ほ
ど
閑
散
と
し

て
い
る
。
何
よ
り
、新
型
感
染
症

の
い
ち
早
い
終
息
を
願
い
た
い

と
こ
ろ
。
今
は
、我
慢
と
凌
ぎ
の

時
に
尽
き
る
。

街から人影が消える街から人影が消える

　

今
回
も
引
き
続
き
、
問
題

社
員
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。

（
１
）
問
題
社
員
へ
の
対
応
の

基
本
|
懲
戒
以
外
の
対
応

方
法

　
服
務
規
律
に
基
づ
く
懲
戒

以
外
の
方
法
と
し
て
は
、
次

の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
①
退
職
勧
奨

　

退
職
勧
奨
は
、
会
社
が
社

員
に
対
し
て
退
職
す
る
こ
と

を
勧
め
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
解
雇
と
は
異
な
り
、
会

社
が
一
方
的
に
社
員
を
退
職

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
員

が
こ
れ
に
応
じ
た
場
合
に
は

じ
め
て
、
労
働
契
約
が
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

退
職
勧
奨
は
、
様
々
な
場

合
に
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
わ

が
国
で
は
解
雇（
懲
戒
解
雇
、

普
通
解
雇
）の
要
件
が
厳
格

で
、
会
社
が
社
員
を
解
雇
し

た
場
合
の
リ
ス
ク
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
回
避
す

る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
な

ど
が
一
般
的
で
す
。

　
会
社
が
退
職
勧
奨
を
行
う

こ
と
自
体
は
、
そ
れ
を
規
制

す
る
法
律
は
な
い
た
め
、
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
退
職
勧
奨
は
あ

く
ま
で
社
員
に
対
し
自
発
的

な
退
職
を
説
得
す
る
活
動
で

あ
り
、「
退
職
し
な
け
れ
ば

解
雇
す
る
」
と
い
う
言
動
な

ど
で
、
不
当
な
心
理
的
圧
迫

を
加
え
た
り
、
不
当
に
反
復

継
続
し
て
勧
奨
を
行
っ
た
り

し
た
場
合
、
違
法
な
行
為
と

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所  

所
長
所
長

小
林
小
林    

弘
和
弘
和
（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
社
員
本
人
に
と
っ

て
も
一
時
的
で
あ
れ
収
入
の

道
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
社
員
の
自
主
的
な

判
断
に
よ
る
合
意
を
得
る
た

め
に
は
、
あ
る
程
度
、
納
得

で
き
る
よ
う
な
条
件
の
提
示

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

条
件
に
つ
い
て
は
、「
勤

続
年
数
」
や「
解
雇
し
た
場

合
の
正
当
性
の
程
度
」
に
よ

り
大
き
く
変
動
す
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
が
、
社
員
の
合

意
を
得
る
た
め
に
は
あ
る
程

度
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ

と
も
認
識
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

通
常
は
、
賃
金
月
額
の
３

か
月
分
か
ら
６
か
月
分
程
度

で
提
示
す
る
例
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
退
職

勧
奨
で
合
意
に
至
っ
た
場
合

は
、
契
約
解
除
確
認
書
な
ど

の
文
書
を
交
わ
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
②
普
通
解
雇　

　
「
懲
戒
解
雇
」
は
懲
戒
処

分
と
し
て
行
わ
れ
る
解
雇
で

す
が
、
そ
れ
以
外
の
解
雇
を

普
通
解
雇
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

普
通
解
雇
事
由
と
し
て
は
、

「
健
康
状
態
が
業
務
の
遂
行

に
耐
え
ら
れ
な
い
と
き
」「
勤

務
成
績
ま
た
は
業
務
能
率
が

著
し
く
不
良
で
、
就
業
に
適

さ
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と

き
」
な
ど
と
定
め
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
務
的
に
は
、
懲

戒
解
雇
事
由
に
該
当
す
る
よ

う
な
場
合
で
も
、
退
職
し
た

社
員
の
将
来
の
再
就
職
に
配

慮
す
る
こ
と
や
、
裁
判
な
ど

に
な
っ
た
場
合
に
、
懲
戒
解

雇
は
普
通
解
雇
よ
り
も「
高

度
の
客
観
的
に
合
理
的
な
理

由
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

考
慮
し
、
普
通
解
雇
と
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
2
）
雇
用
形
態
別
の
問
題
社

員
対
応
の
な
が
れ

　
こ
れ
ま
で
の
記
載
を
踏
ま

え
て
、
雇
用
形
態
別
の
対
応

の
な
が
れ
を
ま
と
め
て
お
き

ま
す
。

　

①
有
期
雇
用
契
約
社
員

（
継
続
勤
務
３
年
以
内
程
度
・

純
粋
な
有
期
雇
用
契
約
と
認

め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
場

合
）

　
⑴
問
題
の
認
識

　
⑵
改
善
・
指
導
書
等
の
記

録
に
残
る
形
で
の
注
意
・
指

導
　
⑶
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、
当
該
契
約
期
間
の
満

了
に
よ
り
雇
止
め

　

②
有
期
雇
用
契
約
社
員

（
継
続
勤
務
３
年
以
内
程
度
・

純
粋
な
有
期
雇
用
契
約
と
認

め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
疑
義

が
あ
る
場
合
）

　
⑴
問
題
の
認
識

　
⑵
改
善
・
指
導
書
等
の
記

録
に
残
る
形
で
の
注
意
・
指

導
　
⑶
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、
契
約
更
新
時
に
次
回

の「
契
約
更
新
の
要
件
」
と

し
て
当
該
問
題
が
な
く
な
る

こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
の
上

で
契
約
更
新
後
に

　
⑷
改
善
・
指
導
書
等
の
記

録
に
残
る
形
で
の
注
意
・
指

導
　
⑸
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、
当
該
契
約
期
間
の
満

了
に
よ
り
雇
止
め

|
と
い
う
手
順
を
踏
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
有
期
雇
用
契
約
で

あ
っ
て
も
、
継
続
勤
務
が
３

年
を
超
え
る
場
合
や
こ
れ
ま

で
の
契
約
の
経
緯
か
ら「
純

粋
な
有
期
雇
用
契
約
」
と
認

め
ら
れ
る
可
能
性
が
低
い
場

合
に
は
、
後
述
の
無
期
雇
用

契
約
社
員
と
同
様
に
考
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
③
無
期
雇
用
契
約
社
員
の

場
合（
試
用
期
間
中
）

　
無
期
雇
用
社
員
で
あ
っ
て

も
、
試
用
期
間
中
は
本
採
用

後
と
比
較
す
る
と
、
解
雇
な

ど
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
期

間
中
に
会
社
が
長
期
に
わ
た

り
雇
用
し
て
い
く
に
ふ
さ
わ

し
い
社
員
で
あ
る
か
否
か
、

判
断
し
た
い
も
の
で
す
。

　
⑴
問
題
の
認
識

　
⑵
改
善
・
指
導
書
等
の
記

録
に
残
る
形
で
の
注
意
・
指

導
・
懲
戒
な
ど

　
⑶
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、
本
採
用
拒
否
ま
た
は

試
用
期
間
の
延
長
を
行
う

　

な
お
、
試
用
期
間
の
延
長

の
場
合
、
本
採
用
の
条
件
と

し
て
当
該
問
題
が
な
く
な
る

こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
の
上

で
、試
用
期
間
延
長
後
に

　
⑷
試
用
期
間
延
長
期
間
中

に
改
善
・
指
導
書
等
の
記
録

に
残
る
形
で
の
注
意
・
指
導

　
⑸
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、
試
用
期
間
延
長
期
間

の
満
了
時
に
本
採
用
拒
否

　
と
い
う
手
順
を
踏
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
④
無
期
雇
用
契
約
社
員
の

場
合（
試
用
期
間
経
過
後
）

　

試
用
期
間
経
過
後
、
本
採

用
し
て
か
ら
は
解
雇
な
ど
の

ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
対
応
と
し
て
は
段
階

的
に
手
順
を
踏
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
⑴
問
題
の
認
識

　
⑵
改
善
・
指
導
書
等
の
記

録
に
残
る
形
で
の
注
意
・
指

導
・
懲
戒
な
ど

　
⑶
段
階
的
な
懲
戒
・
譴け

ん
せ
き責・

減
給
・
出
勤
停
止

　
⑷
退
職
勧
奨
ま
た
は
諭
旨

解
雇

　
⑸
合
意
解
約
ま
た
は
解
雇

　

こ
の
際
、
解
雇
に
つ
い
て

は
会
社
に
と
っ
て
も
、
後
の

紛
争
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
退
職
勧

奨
な
ど
で
、
合
意
解
約
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
3
）お
わ
り
に

　

最
後
に
、
問
題
社
員
へ
の

対
応
の
基
本
と
し
て
、
以
下

の
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き

ま
す
。

　
①
就
業
規
則
等
の
規
定
通

り
の
対
応
を
厳
守
す
る
こ
と

　
→
見
逃
し
や
例
外
を
作
ら

な
い
こ
と

　
②
客
観
的
な
事
実
に
基
づ

く
冷
静
な
対
応
を
行
う
こ
と

　

→「
感
情
の
問
題
」
に
し

な
い
こ
と
が
肝
要

　
③
問
題
を
先
送
り
し
な
い

対
応
を
す
る
こ
と

　

→「
先
送
り
」
は
損
害
を

拡
大
さ
せ
る
だ
け

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

　　  
〜〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

問
題
社
員
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
3


